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抄録：本研究は一人の中学校不登校体験者の縦断的調査研究であり、不登校問題の教育臨床学的研究として位置づけてい
る。本研究の目的は、中学のときに不登校を体験した10年後の卒業生にインタビューをして、カウンセラーとしての取り
組みの妥当性や改善点を明らかにし、これからの不登校問題の改善策を打ち出すことである。具体的には、現在子育てに
励んでいる卒業生に不登校時の様子を振り返りながらインタビューをし、スクールカウンセラーとして「私のより元気にな
るためのワーク」をもとにしたカウンセリングや、芸術療法、健康チェック票THIで変容過程を追求した取り組みについて
検証することである。その結果、スクールカウンセラーのどのようなかかわりが、卒業後の生徒の変容に影響をもたらした
かが明らかとなった。また、本研究によって、学校復帰や教室復帰に取り組むスクールカウンセラーへの手立ての一助とな
ることが示唆された。
（別刷請求先：八重樫節子）
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緒言
2001年附属池田小・児童殺傷事件以来、川崎市多摩区で
スクールバスを待っていた私立カリタス小の児童ら20人
が殺傷された「川崎殺傷事件」という悲惨な事件が再び起
きてしまった。2019年5月28日に起きたこの事件を契機
に8050問題が大きく社会問題として取り上げられるよう
になった。私が本研究の大きな動機となったのは2010年
代以降の日本に発生している長期化した引きこもりに関す
る問題である。この背景には不登校が改善されないまま青
年期、そして壮年期となっている状況がある。
文部科学省（2019）は令和元（2019）年10月25日「不登
校児童生徒への支援の在り方について（通知）」を発表した。
不登校児童生徒に対する多様な教育機会の確保として、
これまで通っていた学校復帰以外の方法も明記した。具体
的には、不登校児童生徒一人一人の状況に応じて、教育支
援センター、不登校特例校、フリースクールなどの民間施
設、ICTを活用した学習支援など、多様な教育機会を確保
する必要があること。また、夜間中学において、本人の
希望を尊重した上での受入れも可能としたことを示した。
これにより過去4回にわたる文部科学省通知はすべて廃止
とし、「学校復帰に捉われない」という新しい不登校対応を
求めていることを明確にした通知となった。
しかし、ここで考えておきたいことは、スクールカウン
セラ （ー以下SCと示す）は「学校復帰に捉われない」とい
う新しい不登校対応を念頭に入れながらも、社会的自立に
つなげるために児童生徒の現状を見据えた学校復帰や教室
復帰への取り組みを安易に諦めず新しい不登校対応に走ら
ないということである。薗田順一ら（2008）が、不登校が
長期化していて、再登校が困難と思われても、再登校への
積極的な努力を怠ってはならない。学校側とSCは、保護
者が朝登校時に直接登校を働きかけていくことを後押しし
ていく必要があると訴えている。また、栗原慎二（2020）は、
日本教育相談学会中央研修会の鼎談で、不登校問題改善に
は不登校児童生徒の「適応支援」と「成長支援」を考える必
要があると捉え、転校やフリースクールなど環境を変えて
「適応支援」を実施しても、その子の成長が十分に伴ってい
ることが適応の条件であり、成長が十分でなければ「適応支
援」にかかる負担は大きくなってしまうとして、一人一人
に応じた「成長支援」を育てられる学校の必要性を述べて
いた。
今までの学校に居られない状況や環境から離れて、不登
校問題を解消していくことは、不登校の大きな要因の一つ
にある人間関係改善が後回しにされ課題として残り続けて
しまうと考え、不登校状態から相談室登校、そして教室復
帰ができた実践事例を取り上げ、社会的自立につながるた
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めのSCの不登校児童生徒へのかかわり方を明らかにする
ために、本研究をすることとした。
研究対象と方法
1．対象者と調査期間および内容
対象者は平成X年度SCとしてかかわった中学校不登校
で卒業時に教室復帰まで改善することができた事例のP子
とする。調査期間は令和元年10月から11月とした。調査
としては、健康チェック票THIへの記入とP子へのインタ
ビュ （ー令和元年11月X日）、またP子の実践に関わる資料
として「当時の健康チェック票THIの結果とP子との面接
記録」の収集及び整理とした。
2．調査方法
P子とは中学校卒業して以来、年賀状のやりとりは高校、
そして就職した年まではあったものの引っ越し等で音信が
途絶えてしまった。当時の連絡先をたどり親と連絡がと
れ、P子の住まいへの訪問の許可を本人より得る。そして、
健康チェック票THIの記録をとることとインタビューを
実施することとした。インタビューの内容は、今の生活の
様子と気持ち、中学校、高校、就職時の生活の様子と気持ち、
当時の学校やSCの取り組み（健康チェック票THIの利用、
「私のより元気になるためのワーク」をもとにしたカウン
セリングの実施、芸術療法の取り組み）と当時のP子の
気持ちや思いなどとした。インタビューの方法では当時
の状況も説明に加えながら、受容的態度で聞き取るように
した。
（1）「健康チェック票THI」の利用について
鈴木庄亮（2005）によると、「健康チェック票THI」は
「東大式自記健康調査票」を2004年に青木繁伸・鈴木庄亮・
柳井晴夫らによって改善・開発したものである。130問の
検査項目から成り立つ。それぞれの質問に対し、「はい」、
「どちらでもない」、「いいえ」の3つの中から思いついたも
のに丸をつけることで、「多愁訴」、「ストレス度」、「抑うつ
度」などの12の健康尺度が健康プロフィール図として表
示される。身体や心などの変化を見て、個人の心身の健康
状態（自覚症状、精神心理的訴え、性格行動特性、抑うつ
傾向、生活習慣、心身のストレス度など）や心身のバランス
状態を明らかにすることができ、健康アドバイスとして
生活習慣や健康状態、コメントが表示される。また、経過
ごとにデータを取り直すことで、事前、事後の様子が健康
プロフィール図に示され、比較することもできる。本研究
では、P子の中学校時の不登校状態にあった頃と、卒業時の
不登校改善とした「健康チェック票THI」結果及び10年後
の成人したP子の「健康チェック票THI」結果とを比較す
ることで、不登校及び不登校傾向児が改善されたことを
示す証として明らかにすることである。また、「健康チェッ
ク票THI」は不登校及び不登校傾向児の状態を示す分かり
やすい指標であることを確認することである。なお、本調
査では「健康チェック票THI」05版を使用した。
（2） 「私のより元気になるためのワーク」をもとにした
カウンセリングの実施について（資料1に部分掲載）
「私のより元気になるためのワーク」（以下、元気ワーク
と示す）は、筆者の作成（2007年）によるもので、不登校
及び不登校傾向にある児童生徒を対象に、カウンセリング
と併用しながら自己認知を促す作業を取り入れたワークで
ある。元気ワークは、43項目から成り立っている。前半は
1～31項目で学校生活（3項目）、父親（7項目）、母親（7項目）、
兄弟（7項目）、自分自身（7項目）から成り立っている。
回答は4段階評定（とてもあてはまる、少しあてはまる、あ
まりあてはまらない、全くあてはまらない）から一つ選択
するものである。後半は32～43項目で自由記述となり、
本人が抱える不安感、抑うつ等の原因とされる心の環境
（内的環境＝親、先生、友達、自分自身、動物、物、趣味など）
から起こるネガティブ感情を文章を通して自己表出する
（吐き出す）ことを意図して作られたものである。
子どもの全人的な育成を目指す教育においては、子ども
を取り巻く環境を幅広い視点から研究していく「教育臨床
学的研究」が必要であると考えている。特に、不登校問題
についてはなおさらである。学校、家庭、社会、他者とのか
かわり等の子どもを取り巻いている環境に対して、子ども
がどのように受け止めているのか、どんな感情をもってい
るのか、どのように認識しているのかを検討していくため
に、子どものものの見方や考え方を含めた子どもの状態を
「心の環境（内的環境）」と捉え、理解していくことが大事で
ある。そして、学校、教室、保健室、相談室、部活動、家庭、親、
教師、先輩・後輩、友達、動物、物、趣味等の子どもを取り巻
いている環境「外的環境（リソース）」を探る必要がある。
学校、家庭、社会、他者とのかかわり等の子どもを取り巻い
ている環境に対して子どもがどのように受け止めているの
か、どんな感情をもっているのか、どのように認識してし
まっているのかを検討していくために、子どものものの見
方や考え方を含めた子どもの状態を「心の環境（内的環境）」
そして、学校、教室、保健室、相談室、部活動、家庭、親、教師、
先輩・後輩、友達、動物、物、趣味等の子どもを取り巻いて
いる環境「外的環境（リソース）」を探らなければならない
と考えている。
そこで、心の環境（内的環境）を明らかにしていくため
に、外的環境を一つ一つ探っていく「元気ワーク」を一緒に
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作成していくようにし、本人が抱える不安感、抑うつ等の
原因とされる心の環境（内的環境）が家庭、学校、友人等か
ら起こるネガティブ感情を文章を通して自己表出し（吐き
出し）、内在した不安感やネガティブ感情を整理しやすい
状態に変え、外的環境（リソース）を活かしポジティブな
捉え方ができるようにしていくカウンセリングを実施し、
不登校対応として取り入れていくこととした。これを
「元気ワークをもとにしたカウンセリング」と名付けた。
「元気ワークをもとにしたカウンセリング」について具体
的な例をあげて説明すると、以下の通りである。
ある学校の教師（外的環境の一つ）に対して、不信感、
恐怖、不安等のネガティブ感情を持つ不登校生徒がいると
する。SCがその生徒に「元気ワーク」を豊かな情緒的なか
かわりで丁寧に一緒に話し合いながら取り組ませる。
特に、学校、教室、保健室、相談室、部活動、家庭、親、教師、
先輩・後輩、友達、動物、物、趣味等の子どもを取り巻いて
いる環境「外的環境（リソース）」について一つ一つ丁寧に
取り上げ確認しながら、少しずつ教師に対するネガティブ
感情を元気ワークに文章にして吐き出させ、カウンセリン
グを通してネガティブ感情の整理につなげていくようにす
る。それから、本人が望むポジティブ感情の環境へと調整
していくようにする。
具体的には、教師に対してどのように対処していくか、
例えば先生に会って伝える、SCにお願いして伝えてもらう
など、その方法についてカウンセリングをしていく。本人が
選択して解決策を決め行動化していくことで、今までネガ
ティブ感情で受けとめていた教師に対する内的環境が変化
する。そのとき、自分に対するネガティブ感情も少しずつ
「今の自分でいいんだ」と自分自身に自信が育ち、ポジティブ
な捉え方ができるようになり安心感につながっていく。
そのことがきっかけとなり、不登校への改善の兆しとなる。
3．倫理的な配慮
インタビューの実施にあたり、目的と利用についての説
明を十分に行った。その結果の扱いにあたっては、個人情
報が特定されないように、地域や学校、実施日、家族構成な
ど部分的に変更もしくはカットするように配慮を行った。
本人に了解を得られた上で、インタビューと健康チェック
票THIのアンケートを行った。
4．検証方法
P子の10年前の中学不登校時期の事例概要をもとに、
中学卒業 10年後のP子への健康チェック票THI調査と
インタビューの結果からの分析を通して、以下の3点につ
いて整理し検証していく。
（1）「健康チェック票THIを取り入れたこと」の検証
健康チェック票THIを取り入れたことは、不登校状況
を示す調査として有効であったかをP子の10年後の現在
と中学校不登校状況のP子との調査結果とP子へのイン
タビュー結果から検証する。
（2） 「元気ワークをもとにしたカウンセリング」の検証
インタビューから元気ワークの有効性を探り、P子の
具体的な語りや当時の記録を通して、「元気ワークをもと
にしたカウンセリング」について検証する。
（3）「芸術療法の取り組み」の検証
インタビューから芸術療法の取り組みが、選択性緘黙
で不登校状況のP子にとって、どのようなことが有効で
あり、どのような影響をもたらしたのかを当時の記録や
P子の語りから検証していく。
5．P子の事例概要 －本事例における変化の様子－
P子の現在と10年前の中学生（不登校時）の外的環境（リ
ソース）や内的環境の状況を以下に述べる。
（1）P子の現在の様子
• 高校を卒業すると小さいころからの夢であったお菓子
づくりの会社（外的環境《リソース》）に就職した。会社
の都合により1年でスイーツ工場に転勤となり、そこで
Q氏（外的環境《リソース》）と出合い結婚することと
なって現在のアパートで暮らす。
• 結婚後子どもが生まれたので、会社を辞めて、R子の
子育てに専念する。夫とR子と3人の暮らしについて
大変満足していて、毎日の子育てが楽しくて、R子と
一緒で幸せを感じている。（外的環境《リソース》）
• 時折、P子の両親も訪れ、孫を囲んで平穏な時間を過ご
すそうである。P子に対して批判的であった父親の姿
はまったく見られず、おだやかなまなざしになってい
るそうである。（内的環境の変化）
• 健康チェック票THIでは、中学時代とは異なり、健康状
態は問題なしであった。具体的には、健康アドバイスの
コメントで「全体として問題になるストレスがなく、
心身の症状の訴えは多くなく、心身のバランスがよくと
れています。すばらしいです。中庸の徳というべきでしょ
う。どうぞ、これからもこの調子で行けますようお祈りし
ます」となった。（健康プロフィール図は図1に示す）
（2）P子の中学生（不登校状況）の時の様子
• 中学3年生の時のP子は、主訴が「学校では人と関わら
ない、ほとんど話をしない選択性緘黙の不登校傾向で
相談室登校」であった。
• 仲良しの数人の限られた子（外的環境《リソース》）とは
小声で話すこともあるがほとんどうなずきが多く、
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授業中指名されても話さなかった。ただ、順番に朗読
するときには小声であるが発話することもあった。
• 中学に入学して間もなく、登校渋りを起こした。親と
学校で強引な登校刺激（ネガティブな内的環境）を行っ
た。言葉で気持ちを伝えられないP子は学校に「行き
たくない、行けない」と辛い気持ちを2階から飛び降り
て怪我をすることで身を持って伝えた。（ネガティブ
な内的環境）それ以来、親は口出しをしない。
• 家庭では小声で言葉は少ないが、母親は「（P子は）ただ
おとなしい子だけと思っていた」と緘黙を問題として
認識していなかった。父親については返事が小さいと
時々P子に「ぶったるんでる」と怒鳴って怒ったり、
頑固だったり、自分の話は聞いてくれなかったりする
（ネガティブな内的環境）と訴える。弟については元気
でわがままが多いが何でも気兼ねなく話していた。
（外的環境《リソース》）
• 中学1年の2学期から適応指導教室（外的環境《リソー
ス》）に行くようになり、中学2年の4月から教室復帰が
始まり（週1～2日）、5月から6月まで美術部の活動に
参加するようになった。（外的環境《リソース》）しかし、
会話をすることはほとんどなかった。6月から全く教
室に行くことができず（再びネガティブな内的環境に
変わる）、週1～2日の割合で相談室登校となり、9月か
ら再度適応指導教室に週1～2日通うようになった。
• 学年も変わり中3となり担任も変わり、学校復帰するが
教室に入れず、相談室登校から始めることとなり、
SCによる指導を行うようになった。（外的環境の変化）
• SCは担任教師及び学年の職員に対し、選択性緘黙につ
いて状況を配慮せずに、発話を強要し他の生徒の注目
を過度に集めることは、逆にP子の不安や緊張を高め
てしまう場合があること等を説明した。ありのままの
P子を認め、P子の行動や表情を評価し、「その調子だよ、
何でも言いたいことがあったら言っていいんだよ。」
「きつくない。」「無理してない。」等、声かけしながら、
安心できる環境づくりに努めるように促した。（外的
環境《リソース》）それにより、表情に明るさが見え、
SCと担任の教師にだけは笑顔で対応することもできる
ようになった。
• P子の描いたイモ虫「イモッチ」が同室にいる他の4人の
友達の目にとまり、P子の周りに集まりP子の頑張りに
対し、自然に拍手をする場面があった。可愛いイモッチ
を相談室のキャラクターにしようと提案され、「イモッ
チ」が相談室のイメージキャラクターとして選ばれるこ
ととなり（外的環境《リソース》）、SCや相談室の友達に
小声で話しかけることができるようになっていった。
• 親が子どもの頑張りを認めることが多くなり、親子の関
係もいい方向に繋がっていった。P子の小さな声では
あるが、うれしそうに話すなかで母親と休みの日におか
し作りをしたことや、ほしがっていた子犬を父親がも
らってきてくれたことや夏休み家族でオーストラリア
に遊びに行ったこと等（外的環境《リソース》）、2学期の
始業式には、たくさんの楽しかったことがP子より聞く
ことができた。（ポジティブな内的環境の変化）
• いつも相談室に声かけに来てくれるなかよしの友達二
人（外的環境《リソース》）とは、トイレに一緒に行った
り普通に会話をしたりできるようになり、不安な表情も
全く見られなくなった。（ポジティブな内的環境の変化）
• 卒業式には両親が来てくれ、全校の前で大きな声で返事
ができ、卒業式を無事終了することができた。その後の
クラスのお別れ会も教室に入り、みんなの中で一緒に参
加することができ、クラスから無事巣立つことができ
た。また、卒業式に参加できなかった同じ相談室の男子
の同級生に、「高校に行ってもお互い頑張ろう。朝しっ
かり起きてね !」と色紙にメッセージを書いたものを
相談室に届けに来た。（ポジティブな内的環境の変化）
結果と考察
1．「健康チェック票THIを取り入れたこと」の検証
P子に本調査の主旨を説明し、調査の了解を得た後、中
学校当時のP子の健康チェック票THIを示しながら、その
説明をしたところ、当時に示したことはよく覚えていて、
健康プロフィール図を見ながら健康状態について説明を受
けて、今後のことについてどうしていこうかと話し合った
ことを思い出した。また、不登校状況だったころ、健康状
態がよくなかったことがこの検査でよく分かったことと、
「教室復帰ができるようになったときの健康プロフィール
図は全体的に小さくなっていて誰でも健康状態が改善され
たことが一目瞭然ですね」と語ってくれた。
当時の健康プロフィール図を見た後に、健康チェック票
THIの130問の検査項目について回答してもらった。回答
した後に、「きっと今の自分は教室復帰したときよりも更に
健康状態はよくなっているような気がする」と予想してく
れた。P子の現在と中学校当時（不登校状況時）の結果を
健康プロフィール図で示すと、図1、図2の通りである。
図2はP子の相談室で安心して過ごしていた中3の1学期
ごろの様子と、卒業時近くの教室復帰ができるようになっ
たころの様子との比較である。クモの巣図が内側になった
ことで健康状態が改善されてきたことと、攻撃性（人との
関わり、積極性）が伸びてきたことで、心のストレスが少な
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くなり不登校の不安が解消され一変していることがよく分
かる。
また、図1と図2の健康チェック票THIの結果を見比べる
と、今のP子は教室復帰となった頃のP子と同様、すっかり
不登校状態の健康状態から抜け出し、健康状態が改善され
ていることが分かる。また、「攻撃性」が出ていることは、
自分に積極性が見られるようになり、人との関わりも活発に
できるようになってきたことで、不登校状態から改善されて
いることが分かる。P子が予想した通り、「攻撃性」がさら
に伸びて、「情緒不安定」もさらに減り、目や皮膚に訴える
こともほとんどなくなり、より健康状態が改善されている。
このことから、健康チェック票THIは、健康プロフィー
ル図にすると、健康状態がとても分かりやすく、どこに
改善の手を入れればよいのかも分かりやすい。中学生時期
でも中学卒業10年後の20代でも使用できるものであり、
特に不登校の変容の状態が分かる信頼性のあるものである
と指摘できる。
本事例から、不登校状態を示す生徒が「健康チェック票
THI」を利用することの有効性が示唆された。
2．「 元気ワークをもとにしたカウンセリング」の検証
【インタビュー結果】
インタビューの内容は、今の生活の様子と気持ち、当時
の中学校時代の生活の様子と気持ち、高校時代や就職後の
生活と気持ちなどを聞きながら、当時の学校やSCの取り
組みはどうだったか、当時の自分に話しかけるとすればど
んなことかなどを、当時の状況も説明に加えて受容的態度
で聞き取っていった。具体的には以下の9項目である。
（1） 今の生活の様子を教えてください。（無理のない範囲
で話しやすいところでいいですよ。）
（2） その生活で大変なこと、楽しいこと、辛いこと、今思っ
ていること、感じていることはどんなことですか。
（無理のない範囲で話しやすいところでいいですよ。）
（3） 中学校のときのことについて話を聞かせてください。
（4） 高校生活はどうでしたか。当時を振り返り、話しやす
いところでいいので聞かせてください。
（5） 就職後の生活はどうでしたか。当時を振り返り、話し
やすいところでいいので聞かせてください。
（6） 相談室登校をしていたときの自分に今の自分が声をか
けるとしたら、どんな言葉をかけてあげますか。
（7） 今、学校へ行けない子に対して、どんな言葉を伝えた
いですか。
（8） 元気ワークについてどうだったか覚えていることを話
してください。
（9） 今日の話を通して何か付け足しや聞きたいことはあり
ますか。
これらの項目に対するインタビュー結果を逐語として
以下に示す。（Coは筆者であり当時のSCである。）
Co1 今の生活の様子を教えてください。無理のない範
囲で話しやすいところでいいですよ。
P子1 今は就職先で知り合った夫（Q氏）と子ども（R子）
の三人で暮らしています。
Co2 その生活で大変なこと、楽しいこと、辛いこと、今
思っていること、感じていることはどんなことですか。
無理のない範囲で話しやすいところでいいですよ。
P子2 私たちの子どものR子が8か月の早産で生まれ
ました。すごく小さくて心配でした。夫だけでなく
両親にも強く励まされたり助けられたりしました。
今は離乳食を作ったりしながら、毎日の子育てが楽し
いです。大変さもあるけど毎日R子と一緒で幸せです。
Co3 中学校のときのことについて話を聞かせてください。
P子3 中学校のとき、先生やクラスの人が怖かったし、
教室も怖かった。勉強も嫌いだった。相談室で過ご
す時間が増えて、その中だと少し安心していられた感
じがした。動けない自分を感じて、毎日が不安でたま
らなかった。
図1．10年後の健康チェック票THI結果 図2．中学の不登校状況時の健康チェック票THI結果
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Co4 高校生活はどうでしたか。当時を振り返り、話し
やすいところでいいので聞かせてください。
P子4 高校では最初は不安でたまらなかった。美術科を
選び、自分の好きな絵を描くこともでき、少しずつ慣
れて友だちもできるようになり、とても楽しくなっ
た。高校で先輩に誘われ映画に行ったりご飯を食べ
たりで、こんな自分でも人に声をかけてもらえるんだ
と強く感じました。その時、自分も友だちを作ってい
いんだと思ったことをよく覚えています。今思うと、
中学校のときは、とにかく人とかかわるのが怖く不安
な思いが一杯で、自分から気楽に話せる人という友達
はいなかった感じがします。
Co5 就職後の生活はどうでしたか。当時を振り返り、
話しやすいところでいいので聞かせてください。
P子5 お菓子作りが夢の一つでもあり、一年勤めたけど
プレッシャーも大きかった。会社の都合で転勤し
スイーツ工場に勤め先が変わったけど、そこで夫と
知り合って結婚した。なりたかったパティシエの夢は
夫が叶えてくれているので、こうして育児にかかわっ
ていてもとても満足しています。
Co6 相談室登校をしていたときの自分に、今の自分
が声をかけるとしたら、どんな言葉をかけてあげま
すか。
P子6 とにかく、当時は人のことが怖かったので、教室
で勉強することができなくて、勉強ができない不安が
とても強かったことを覚えています。だから、「勉強
しなくてもいいよ」「SCと相談室で一緒に給食を食べ
るだけで、いいんだよ」と中学校のころの自分に声を
かけたいと思います。
Co7 今、学校へ行けない子に対して、どんな言葉を伝
えたいですか。
P子7 私がそうだったんですが、いじめられていて、
まわりの目が怖いから、みんなに会いたくないという
気持ちが強かったです。でも、楽しいことや楽しい時
間をたくさん見つけて、やってみること。今は特別な
んだから、まずは自分を休ませ、今自分のやりたいこ
とや知りたいこと、何でも一つでいいから、それを
やってみる。それが、勉強なんだと思います。そう、
学校に行けない子に伝えたいと思います。
Co8 元気ワークについてどうだったか覚えていること
を話してください。
P子8 どんなことに答えたかは忘れましたが、当時の
あまり話さない私にとっては、書くことで、自分の
嫌な気持ちを訴えていたように思います。とにかく、
先生の「だいじょうぶ、だいじょうぶ」、「気にしない」、
「全然平気」、「どうっていうことないよ」などの声か
けは、現在も私の心の支えになっています。また、
相談室でも最初は居心地があまり良くなかったのを
覚えています。学年のある先生が「早く教室に戻るこ
とが大切だ」と繰り返し言われ続け、教室復帰をしな
くてはと辛く不安な時もありました。でも、先生のお
かげで、「だいじょうぶ、だいじょうぶ」、「気にしな
い」、「全然平気」、「どうっていうことないよ」などと
言いながら、教室の近くまで行けるようになり、卒業
式の日にはみんなのいる教室にも入れるようになっ
たことをはっきり覚えています。
Co9 今日の話を通して何か付け足しや聞きたいことは
ありますか。
P子9 中学校のとき、毎日絵を描いていたのはよく覚
えています。どんな絵を描いていたのかが分からな
いので教えてほしいなと思います。
Co10 スクイーグルという線描き遊びから偶然創造し
たイモ虫「イモッチ」が相談室のマスコットになり、
イモッチが旅をして女神と出会って男の子になった
という絵本を作ったんだよ。相談室の皆がその絵本
を楽しく読んでいたんだよ。夢が叶うというお話に
とても魅せられたんだね。
P子10 そうなんだ。先生の話を聞くまでは思い出せ
なかったけど、絵を描き上げたことで自分が人と関わ
れるようになったような気持ちがしたのを思い出し
ました。また、好きだった手芸でみんなの前で表彰を
してもらったことがあったことも思い出しました。
私にとって、この二つのことが自分の自慢となり、
自信をもてるようになったんだなと思いました。
P子のインタビュー結果や当時の面接記録から、元気
ワークに関して以下のことが指摘できる。
【インタビュー結果】
• 元気ワークがねらっていることは「『だいじょうぶ、
だいじょうぶ』、『気にしない』、『全然平気』、『どうって
いうことないよ』などの声かけは、現在も私の心の支え
になっています。」とのP子の語り（P子8）から達成で
きていると言える。つまり、このワークは「本人が抱え
る不安感、抑うつ等の原因とされる心の環境（内的環境）
が家庭、学校、友人等から起こるネガティブ感情を文章
を通して自己表出し（吐き出し）、内在した不安感や
ネガティブ感情を整理しやすい状態に変え、外的環境
（リソース）を活かしてポジティブな捉え方ができるよ
うにして不登校改善を図ろうとして作られたもの」で
あるということが指摘できる。
114 115
インタビュー結果から不登校問題の改善を探る
【SCの面接記録から】　
• P子は父に対し「日によって対応が違う」の項目では
「少しあてはまる」に答えていた。母に対し「日によって
対応が違う」の項目では「とてもあてはまる」と答えて
いた。また、ワークのなかで、「自分自身親に言われ傷つ
いた言葉や行動」の項目では、時々自分ではちゃんと返
事しているのに、父は「ちゃんと返事してねーえ」とか、
怒鳴りつけ、「ちゃんと返事ぐらいしろ、ぶったるんでい
る」と記入していた。このことから、P子は父や母に対し、
不満な思いや辛さを抱えていることや、日頃の生活の中
での声の出し方で不安を持っていることがうかがえた。
• P子は「先生に言われて傷つく言葉」の項目では「こんな
のが分かんないの」と書き、「先生に言われたい言葉」の
項目では「がんばっているね」と書いている。「自分に対
して勇気づける言葉」の項目では「気にするな、そんなや
つ」と書いている。
• 「自分ってどんな人」という項目では「大人しく、優しく、
少し落ち込むと元気になるのに時間がかかる」と自分の
ことをよく理解してとらえている様子が受けとれた。
• 「自分はどんな人になりたい」という項目では「あまり小
さいことを気にしない」と答え、自分を少しずつ改善し
ていきたいという思いを強く伝えていた。
• 今後の自分が目指す目標に近づくためのスタートとして
SCは「P子ちゃんがやりたいと思うことを、考えたことを
どんなことでもいいから、話してもらえると応援できる
よ。話せないときはどんな形でもいいから、遠慮なく伝
えてね。」と確認しあった。P子は「はい。」と笑顔で頷いた。
• P子と「元気ワークをもとにしたカウンセリング」をしている
とき、SCはP子が嬉しい気持ちと頑張っている気持ち
に対して常に賞賛しながら、ネガティブ感情も合わせて
丁寧に聞いていく対応を行っていった。その結果、P子は
「ちょっと、つかれちゃった」と自分のネガティブな気持ちを
素直に表すことができるようになっていった。そして、SCが
すかさず「無理しなくていいよ。」と返し、「やだよ!できない。
無理です。」と言っていいことをその都度伝えた。このよう
に、豊かな情緒的なかかわりのあるカウンセリングで、必ず
スキル訓練を実施し、ロールプレイで断る練習も行った。
• SCが意図的に「友達があなたを見て何か言っているよ。」
とP子に語りかける場面を作ることで、それに対してP子が
「だいじょうぶ、だいじょうぶ」、「気にしない」、「全然平気」、
「どうっていうことないよ」と答えていくように、繰り返し
行ってきた。それにより、不安な様子が見られても、SCが
「P子ちゃん、大丈夫。」と声かけすると、P子は「だいじょう
ぶ、だいじょうぶ」、「気にしない」、「全然平気」、「どうって
いうことないよ」と声に出して言う姿も見られるようになり、
教室近くにも行って取り組むこともできるようになった。
以上のことから、元気ワークをもとにしたカウンセリン
グの有効性が指摘された。
3． 芸術療法の取り組みの検証 －P子の絵画やインタ
ビューから－
【P子の描いた作品から】
芸術療法の取り組みが分かるように、絵1から絵7まで
経過順に作品を以下に示す。
絵1．落書きゲーム ひたすら黙って塗る 絵2．スクイーグル　キュッキュッキュッ 絵3．スクイーグル　ほっほっほっ 
絵4． イモッチは今日から楽しいリレー 
絵本を作りに旅立ちました。 
絵5． イモッチは天気がよいので、 
野原をお散歩しました。
絵6． イモッチが起きてきて、イモッチが
残した団子を食べていたウサギは
ビックリしました。 
116
八重樫
X年4月からX+1年3月まで約1年間にわたって、P子に
対しては、およそ1週間に1回、2時間のスケジュールで合
計26回、芸術療法（絵画）をもとにカウンセリングを行っ
た。P子はイラストを描くのを好み、一日の計画表に必ず
美術の時間を入れるようになり、動物のイラストを描くの
を楽しみにするようになった。
まず、芸術療法（絵画）として落書きゲームとスクイーグ
ルを取り入れるところから始めた。緘黙のP子にとっては
黙って色塗りをしたり線画を描いたりするので、とても
抵抗なく受け入れた。スクイーグルの「ほっほっほっ」遊
びから思わぬイモ虫「イモッチ」というキャラクターが誕
生し、相談室のマスコットまでになり、P子の取り組みは個
人だけでなく相談室の仲間にも浸透し、関心の的となった。
絵1から絵3までの落書き遊び、スクイーグルの線描き遊
びが思わぬ方向へと展開し、絵4から絵7までイモッチの
旅を表現する本づくりに発展した。「イモッチの旅」の絵
本に登場するイモッチは、草原を気持ちよく散歩し、伸び
伸びしたイモッチの姿が描かれた。一匹だったイモッチは
やがて森で二羽のウサギと出会い、ピクニックに行ったり
して楽しく過ごす様子が絵本の中にたくさん描かれてい
た。あたかも、絵本の中でのP子自身がうさぎのイメージ
からくるやさしい動物との関わりを楽しみながら、現実の
友だち（クラスの二人）と関われるようになった自分に移
し替えているような姿が見られるかのようであった。これ
ら一連の絵本の過程は、独りぼっちのイモッチから最終的
にはイモッチが人間に生まれ変わるというP子自身の心の
奥底にある心理が働き、それはP子の教室復帰までの過程
でもあった。
P子のこうした芸術療法の取り組みに対して、より教室
復帰を目指していくSCの取り組みについて、逐語として
いくつか以下に示す。（Coは筆者であり当時のSCである。）
【絵1】での逐語
Co1 今日は思いっきり落書きをしてみようか？ここに
好きな線を交互に引いていくよ。
P子1 はい（期待感に満ちた表情を見せながら、返事を
する）
Co2 （Coが斜めの線を入れ、その後P子が同じような線
を引き、これを繰り返しながら）いいね。いくよ。
しゅっ。（と線を引く）
P子2 しゅっ。（微笑みながら線を引く）
【絵2】での逐語
Co3 今度はこの線の落書きに好きな色をつけてみよう
か？
P子3 はい。（笑顔と一緒に力強い返事が返ってきた。）
Co4 ここは、この色かな？
P子4 すごいきれい。（P子から感激した言葉が自然に
出てきた。）
【絵3】での逐語
Co5 のってきたところで、もう一つやってみる。ほっ、
ほっ、ほっだよ。
P子5 やってみたい。（意欲的な返事をして、イモ虫のイ
モッチの絵を描く。）
絵7． イモッチは天使と出会い、人間になりました。
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【絵4】での逐語
Co6 イモ虫のイモッチはどうなったかな？
P子6 イモ虫のイモッチは楽しいリレー絵本を作りに旅
に出ましたよ。
Co7 そうなんだ。旅に出たんだね。しかも楽しいリレー
絵本を作るための旅なんだね。何かしょってるね？
P子7 内緒。内緒。（肩をすぼめ、笑顔で答える。後で、
袋にはお弁当とたくさんのお菓子と団子が入っている
と教えてくれた。）
【絵5】での逐語
Co8 今日は、イモッチはどうしているかな？
P子8 今日は、いい天気なのでイモッチは野原に散歩に
出かけたよ。
Co9 草原にお散歩なんだね。どんな草原かな？
P子9 ほら、お花がイッツパイ。のんびりしている感じだよ。
Co10 本当だね。きれいなお花が沢山咲いていて、のん
びりして、いい気分だね。天気も良く、お散歩日和だね。
P子10 イモッチもとても気持ち良くて元気なんだよ。
【絵6】での逐語
Co11 （絵6が描き上げて）イモッチの旅はどうなったの
かな？
P子11 イモッチは草原の散歩が終わって、ひたすら眠
り続けていますよ。（何か意味ありそうに話す。）
Co12 イモッチは疲れたのかな？
P子12 そうなんです。でもね。この眠りが大切だから、
ゆっくり休ませてあげたいんです。
Co13 大切な眠りなんだね。ゆっくり休ませてあげたい
んだね。そーとしておいた方がいいの？
P子13 今は、休んでいるけど・・・元気になると思う。
Co14 そう。よかった。今は、そーっとしておいてあげ
ようね。人も休んで力をつけることいっぱいあるもの
ね。おや、ここに二羽のうさぎが登場してきたね。
P子14 本当は、イモッチはピクニックにお弁当やたく
さんのお菓子を持って出掛けてたんだぁ。その残りの
お団子を二羽のウサギがこっそり食べていてイモッチ
が起きてきてびっくりしているところなんだぁ。（今
まではイモッチ一匹だけだったけど、かかわる仲間が
できたようで、うれしそうに話す。）
Co15 そうだったんだね。納得。イモッチはびっくりしてい
るね。両手はほらこんな感じだよ。「びっくり」だね。P子
さんはイモッチのびっくりポ ズーどんな感じで考えたの？
P子15 こんな感じかな。（照れた様子を見せながら驚き
ポーズをしてみる。）
Co16 すごい驚き。この絵と同じだね。このちっちゃい
茶色のこれは何？
P子16 子犬だよ。
Co17 子犬？何か理由あるのかな？
P子17 お父さんが知人からもらってきてくれたんだ。
Co18 そう。犬がほしいって言ってたものね。お父さん
がもらってきてくれたんだね。うれしいね。
P子18 朝、毎日お父さんと犬を連れて散歩してるんだ
よ。（怖いというお父さんへの思いが変わっていた。）
Co19 それは良かったね。お父さんとも仲良くなって、
犬も一緒で最高だね。
P子19 はい。絵を見ながら穏やかな笑顔をみせる。
【絵7】での逐語
Co20 この絵本の最後のページですね。いろいろ考えた
り工夫したりしてきましたね。最後はどうなるのかな？
P子20 最後はとても劇的な終わりになっているんですよ。
天使が現れて、前からの希望だった人間になるという。
Co21 それはすごい。何でそういうのを考えたの？
P子21 夢はいつか叶うということを絵本で示したかっ
たからです。
Co22 夢は叶う。そのことを実現したかった。そんな感じ？
P子22 イモ虫はちょうちょうにはなれるけど、絶対人間に
はなれないはずでしょ。でも、なれるとしたかった。
Co23 そう。なれるんだと、したかったんだね。そして
人間になれたね。すごい、夢が叶えられたんだね。
絵本を仕上げて今どんなこと感じているのかな？どん
なことでもいいですよ。
P子23 いつもいつも寝ていたイモ虫のイモッチだった
けど、寝てるんじゃなくて、ちゃんと考えたり悩んだり
していたこと。休んで元気になっていったこと。そし
て、友達もできたこと。草原を散歩しながら考えたり
悩んだりしていたこと。すごく頑張ったイモッチの旅
だった。人間になれて良かったし、うれしい。
【インタビュー結果】
• インタビューのCo7での「今、学校へ行けない子に対し
て、どんな言葉を伝えたいですか。」という問いかけに
対して、インタビューのP子7で「私がそうだったんで
すが、いじめられていて、まわりの目が怖いから、みん
なに会いたくないという気持ちが強かったです。でも、
楽しいことや楽しい時間をたくさん見つけて、やって
みること。今は特別なんだから、まずは自分を休ませ、
今自分のやりたいことや知りたいこと、何でも一つで
いいから、それをやってみる。それが、勉強なんだと
思います。そう、学校に行けない子に伝えたいと思い
ます。」と語っているように、芸術療法への取り組み
は、まさに自分のやりたいことを追求したことにつな
がった。
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• インタビューのP子10の語りで「…先生の話を聞くま
では思い出せなかったけど、絵を描き上げたことで自
分が人と関われるようになったような気持ちがしたの
を思い出しました。……私にとって、自分の自慢とな
り、自信をもてるようになったんだなと思いました。」
とあるように、芸術療法の取り組みはP子の自信づく
りに大きく貢献したと言える。
以上のことから、選択性緘黙であり教室復帰を希望する
P子にとって、「芸術療法の取り組み」は有効であることが
示唆された。
結論
SCとともに取り組んできた「元気ワークをもとにした
カウンセリング」を通し、豊かな情緒的かかわりの中でP子
は今、自分の中の抱えている不安や不満を吐き出すことに
より、言葉では言えない部分をSCと共有することができ
た。さらに、インタビューのCo6「当時の相談室登校をして
いたときの自分に、今の自分が声をかけるとしたら、どんな
言葉をかけてあげますか。」の問いかけに、P子は「とにかく、
当時は人のことが怖かったので、教室で勉強することがで
きなくて、勉強ができない不安がとても強かったことを覚
えています。だから、『勉強しなくてもいいよ』『SCと相談
室で一緒に給食を食べるだけで、いいんだよ』と中学校の
ころの自分に声をかけたいと思います。」と語っていること
から、カウンセリングを通して「言っていいんだ」「怒られ
ないんだ」という受容感が安心感につながっていったこと
が指摘できる。「人が怖い」「周りが私のこと、何か言ってい
る」「いじめられている」そう思える不安やネガティブな内
的環境を伝えたことで、怖い気持ちや不安な気持ちを分
かってもらえた安心感、そして「周りは本当に私のことを悪
く言っているのか」「私がそう思い込んで怖がっているの
か」と自分で確認することで、混乱していたネガティブな
内的環境がポジティブに捉えられるように整理されてい
き、外的環境（リソース）がポジティブに作用し自己肯定感
の高まりにつながっていった。
さらに、繰り返し人目が怖い衝動では、P子は「先生、み
んなが見てる」「誰か私のことを見て何か言っているよ」と
よく言ってきたときには、すかさず「だいじょうぶ、だい
じょうぶ」、「気にしない」、「全然平気」、「どうっていうこ
とないよ」を自分の口から吐き出させるようにした。手を
左右に振る仕草を繰り返し、ゆっくり息を吐いてゆっくり
息を吸うことを5回させた。このように、不安な気持ちを
言葉と行動でイメージ化を図り、安心感へと導くように
体験的に理解を深めるようにしたことが、P子の自己肯定
感が揺らがない自己コントロールにつながっていったもの
と考えられる。
このことは、10年後のインタビューの中でも笑みを浮
かべながら「だいじょうぶ、だいじょうぶ」、「気にしない」、
「全然平気」、「どうっていうことないよ」と自ら語っていた
ことからも分かる。成人したP子自身に、このことが定着
していたことはうれしい限りであった。また、P子のよう
に「元気ワークをもとにしたカウンセリング」の取り組み
から豊かな情緒的なかかわりが増え、外的環境（リソース）
を活かしたカウンセリングが本人の捉え方に変容をもたら
した。そのことにより、ポジティブ感情が高まり、相談室
登校の学校復帰につながった。
以上のことをまとめると、SCが不登校児童生徒に対処
していく上で重要なことは、「今の自分を安心して考えら
れる（自分に向き合える）環境・安心して休養できる環境」
づくりを重視していくことである。このことは、P子が
インタビューで語っていた「今は特別なんだから、まずは
自分を休ませ、今自分のやりたいことや知りたいこと、
何でも一つでいいから、それをやってみる。それが、勉強
なんだ」ということからも分かる。「不登校」のレッテルを
貼られた児童生徒は自己否定感や不安感が強い傾向がある
ため、支援する側が優先すべきことは、「不登校児童生徒の
生命の確保」をし、「安心して休養できる環境」を与えるこ
と、そして本人の成長支援を図りながら自己肯定感を回復
させることが必要である。今後はP子以外にも中学不登校
体験者からのインタビューを実施し、社会的自立につなが
るSCとしての学校復帰や教室復帰への手立てを確かなも
のにしていく研究を継続していくこととする。また、同時
に、文部科学省が求めている「学校復帰に捉われない」とい
う新しい不登校対応についても検討していきたい。 
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Consideration on Efforts to Combat Truancy Through the Eyes of Junior High School 
Truants 10 Years After Their Graduation 
–
 Exploration of Past Initiatives Through Interview –
Setsuko YAEGASHI
School of Education, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus),  
2020-1 San'o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : This study is a longitudinal study on one Junior High School Truants , and is regarded as an Educational 
clinical study of studies. The purpose of this research is to interview junior high school truants 10 years after their 
graduation, clarify the validity and areas for improvement of past initiatives, and find specific countermeasures to combat 
truancy in the future. Specifically, I interviewed graduates who are now raising children and asked about their past to 
verify the effects of counseling sessions I held as a school counselor based on “Workbook that Makes Me More Cheerful” 
(self-made), art therapy, and efforts that pursued changing processes by conducting Health Check THI (Total Health 
Index). As a result, it became clear what aspects of school counseling brought changes to students after graduating from 
junior high school. The research results suggest that it will help school counselors who are making efforts to bring students 
back to their schools and classrooms.
（Reprint request should be sent to Setsuko Yaegashi）
Key words :  Graduates of truancy, Self-affirmation, Work to become more energetic of me, Art therapy,   
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